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＜第１レポート＞ 

日本の全学連運動の歴史について 

２０１０年３月４日 

 

 闘争の組織化の中にもかかわらず、温かく私たちを迎え入れてくださったアメリカの学生・労働者の

みなさんに感謝いたします。闘いの伝統と誇りを培ってきたカリフォルニア大学バークレー校の闘いと

の合流の実現は、偶然とは思えません。私たちは、時を同じくして「共通の敵」と闘ってきた同志だか

らです。未来をかけた重要な国際連帯の第一歩として、今回の出会いを大切にしたいという思いです。 

 

【はじめに】歴史を考察する実践的立場と視点 

 単に過去を振り返るのではなく、いま日本の学生運動が抱えている課題を何としても突破する、そう

いう立場から全学連運動の歴史の紐を解いていきたいと思います。 

 現在、全世界共通の課題は「新自由主義、つまり危機に立つ帝国主義による＜戦争・改憲と民営化＝

労組破壊・学生自治破壊＞といかに対決してうち破るのか」ということです。新自由主義は、雇用、社

会保障、教育等々、社会を隅々まで破壊し、全世界の労働者階級の闘いを呼び醒ましています。同時に、

この攻撃が資本主義体制そのものの選択の余地なき攻撃である以上、これへの反撃は世界を根本から変

革する闘いです。 

 法政大学では、教育は学生を借金漬けにして放り出すビジネスとなり、正義と自由を貫く学生の逮捕・

処分が「教育」の名をもって行われています。４年間で１１８人を数える逮捕者を出しながら、私たち

は一歩もひかずに闘い抜いてきました。 

 その中でつかんだことは、「学生・労働者は、団結さえできればどんな困難をものりこえる力を発揮す

る」ということです。そしてまた、困難から身をそらすことなく立ち向かう以外に、団結を生み出すこ

とは出来ません。闘いの中から、困難をのりこえるために必要な原則的な路線や時代認識が必ず生まれ

てくる。そして、それを体現する政治指導部が生まれてくる。一人の例外もなくすべての学生や労働者

には、そうした力があります。このことを確信して、指導部が困難に立ち向かう決断を出来るのか否か。

闘いはいつもここにかかっています。これが、「団結した闘いのみが歴史を動かす力だ！」ということの

意味です。 

時代は世界大恐慌です。１９３０年代には、大失業と帝国主義戦争に対して全世界の労働者・学生が

広範に立ち上がった。しかしながら、社会主義の祖国であったはずの革命ロシアが、スターリン（主義）

の裏切りによって変質し、国際労働運動・学生運動はアメリカのニューディール、ドイツのナチズムの

前に敗北し、世界戦争へと転落していった。再びの悲劇を繰り返すのか、それとも歴史の悲劇をのりこ

えて人類史を前進させるのか。私たちの実践こそが回答です。問われているのは労働組合・学生自治会

の大衆的な復権と、その政治指導部としての労働者党の建設です。全学連運動の歴史は、真の指導部を

つくり出しながら学生が広範に立ち上がってきた歴史であるとあらためて確信しています。 

 

【１】戦争と民営化に反対するゼネストが全学連を生み出した 

●戦後革命の敗北－４７年２・１ゼネストの挫折 

 １９４５年８月１５日の日本帝国主義の敗戦を契機に、天皇制強権体制の呪縛から解放された日本労

働者・学生は一気に闘いに立ち上がります。日本共産党を政治指導部としながら労働組合が次々と結成

され、生産サボタージュを行う資本家に対する労働者の生産管理闘争は、４７年２・１ゼネストにまで
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上り詰めます。しかしながら、ＧＨＱのスト禁圧に対し、「ＧＨＱ＝解放軍」と規定する日本共産党はま

ったく闘うことができず、スト前日にゼネストは中止されます。日本における戦後革命の敗北です。 

 

●全学連の結成 

 戦後の学生運動は、こうした挫折感の中から闘いに立ち上がっていきました。ひとつに、戦犯教員追

放と、戦争中に追放された先進的教員の復帰を求める闘いです。学生が大学や寮を実力で取り戻し、学

問の独立と自由を回復していく闘いです。ふたつに、教育の防衛・復興の闘いです。こうした中から、

全学生加盟制の団結体として学生自治会が結成されていきます。 

 その中で、ＧＨＱによって大学の地方移譲案が浮上します。旧７帝大を除く国立大学を地方に移譲し、

銀行や大企業に大学運営を明け渡す攻撃です。そして、同時に学費３倍値上げがうち出され、「大学地方

移譲反対、学費値上げ反対」を掲げて学生が広範に立ち上がり、１９４８年６月２３日～２６日、全国

１１６校３０万人のゼネラルストライキが闘われます。この中から、大学・高専の学生自治会のすべて、

私立大学の７割を結集する政治的全国組織として、４８年９月１８日に全日本学生自治会総連合（全学

連）が結成されます。この闘いは、４９年５月２４日のゼネスト（１３９校に拡大）に上り詰め、同日、

政府に大学地方移譲の法案上程を断念させるという勝利を勝ちとります。 

現在日本では道州制攻撃というかたちで、大学の地方移譲と資本家による「教育の民営化＝私物化」

が焦点になっていますが、まさに戦争反対－「教育の民営化」反対こそ全学連運動の原点です。資本家

階級と対峙し、教育を守る闘いが、広範な学生を団結させる重大なテーマであるということです。 

 

●レッドパージ反対闘争の勝利と日本共産党の転落 

 ４９年７月、ＧＨＱ・マッカーサーが「日本は共産主義東進の防壁」と発言、朝鮮戦争に向かっての

レッドパージ（共産主義者の追放）が開始されます。その中で、反共博士イールズが全国大学での講演

を開始、全学連は抗議闘争に立ち上がり、ついに東北大や北大において講演会を中止に追い込む大勝利

を実現します。朝鮮戦争が開戦し、ＧＨＱの解散命令をうけながら、５０年９月２５日に法政大学を突

破口とした試験ボイコット闘争、１０・１７早稲田大学での３０００名集会など、激しい闘争を勝利的

にうち抜きながら、全学連は日米講和条約粉砕闘争、破防法闘争へと立ち上がっていきます。 

 こうした闘いとは対照的に、日本共産党中央は破防法を前に震え上がり、全学連指導部である日本共

産党員３８名を除名、学生運動を抑えつけていく。さらには、路線的混乱を経た上で、自治会運動を「身

の回りの要求」運動へとおとしめていきます。黎明期の全学連運動は、こうした共産党中央との対決に

よって進められました。 

 

【２】反スターリン主義運動の誕生と６０年安保闘争 

●ハンガリー革命の衝撃と反スターリン主義運動の開始 

 ５６年、ハンガリー労働者のスターリン主義体制に対する蜂起と血の弾圧、いわゆる「ハンガリー革

命」と、日本共産党の指導をのりこえる大ストライキを闘い抜いた５７年国鉄新潟闘争の衝撃をうけて、

スターリンと対決したトロツキーを継承するグループが生まれます。その後この流れは、トロツキー教

条主義との訣別をもって、「反スターリン主義」の立場を確立していきます（革命的共産主義者同盟の結

成）。この影響をうけ、全学連運動もまた、砂川基地拡張反対闘争や日教組の勤評闘争などを経て、共産

党中央と対決しながら戦闘化していきます（ブンド＝共産主義者同盟の結成）。 
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●６０年安保闘争の高揚 

 １９６０年の日米安保軍事同盟の改定か破棄かをめぐって大きく闘いが巻き起こり、日本共産党の制

動をこえて全学連が国会に突入した５９年１１月２７日の闘いで、安保闘争の本格的な火ぶたが切られ

ます。６０年６月１５日、全国で５８０万人の労働者・学生が行動を起こし、１１万人のデモが国会を

包囲します。１万７千の全学連デモ隊のうち１５００人が国会に突入、この過程で東大生・樺美智子（か

んばみちこ）さんが機動隊に虐殺されます。新安保条約は自動承認され、岸内閣は打倒されたものの、

社会党・日本共産党は、安保問題を国会運営の民主主義問題にねじ曲げ、事態を収拾していった。同時

に三井三池炭坑の大争議が敗北していきます。 

 

●真の労働者党建設へ 

 ６０年安保闘争は、日本共産党がスクラムを組んで全学連の国会突入を阻止する姿を通して、労働者・

学生の中にあった「共産党神話」が崩壊し、のりこえられていく過程でした。全学連執行部であったブ

ンドは、日本共産党を戦術の激しさでのりこえようとしてきた総括ができずに分解、革命的共産主義者

同盟の「社・共に代わる真の労働者党の建設」の提起をうけて多くが合流、本格的な労働者党建設が開

始されます。 

 

●米ソ核実験反対闘争とファシストカクマルとの分裂 

 ６２年、池田内閣の再びの大学改革案に対し、全学連はゼネストに突入します。 

 また、米ソ核実験を受け、日本の反核闘争が社会党と共産党によって分裂させられていきます。米ソ

両者の核実験を弾劾し、「労働者階級の国際連帯こそ戦争と核を廃絶する力だ」と訴えて、反核闘争が高

揚していきます。 

 また、真の労働者党の建設という困難に真剣に立ち向かう中で、革共同からファシストグループが分

裂していきます。 

 

【３】全学連再建、６７年１０・８羽田闘争から７０年安保・沖縄闘争へ 

●６７年１０・８羽田闘争 

 日韓条約反対闘争の経験を通して、そしてベトナム反戦闘争を決定的な契機として、学生運動・青年

労働者運動が高揚していきます。全国大学キャンパスでは、学費値上げ反対、学生会館建設、学生寮、

不正入学、金儲け主義への大学に対する闘いが大衆的に闘い抜かれます。 

 こうした闘いの中で６６年に再建された全学連は、６７年１０月８日、佐藤首相のベトナム訪問阻止

を掲げてヘルメットと角材で武装して羽田空港前に登場。１０００人の学生が２００人の警察と衝突、

京都大生・山崎博昭君が虐殺される。重軽傷者６００名、逮捕者５８名を出したこの闘いは、「日本共産

党をのりこえる新左翼の誕生」を鮮烈に社会に提起しました。山崎君の死を自らの問題として受け止め、

原子力空母佐世保寄港阻止闘争や三里塚農民の空港廃港闘争などに多くの学生が立ち上がっていきます。 

街頭とキャンパスの闘いは結合し、６８年には日大・東大を中心に全共闘運動が起こり、６９年１月

東大安田講堂攻防戦へ発展します。６９年時点で全国１７３校が紛争状態にあり、うち１４９校が学生

の手によって実力封鎖・占拠されるという戦後最大の学園闘争を全学連は主導しました。 

 

●７０年安保・沖縄闘争の高揚 

 ７０年安保・沖縄闘争は、一方におけるアメリカ帝国主義と国際帝国主義によるベトナム侵略戦争、
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他方における日本帝国主義・岸政権の全面的な戦争加担という現実に対し、日本労働者・学生が全学連

を先頭に「安保粉砕！ 日帝打倒！」のスローガンを掲げて未曾有の大衆行動を実現したことに画期的な

意義がありました。数百万－数千万の労働者民衆が、「ベトナム侵略に協力するような安保など粉砕しよ

う！」と実力闘争に立ち上がっていったのです。それは、７０年闘争を通してのデモへののべ動員数（警

察発表）が１８７３万８０００人（６０年安保闘争は４６３万人）、逮捕者数が２万６３７３人（同８８

６人）、警察部隊のべ動員数が６６５万人（同９０万人）という数にあらわれているように、日本階級闘

争および学生運動における最大の闘いとしてありました。 

 そしてその中で、ベトナム戦争の出撃地である米占領下の沖縄から、米軍基地撤去・祖国復帰を掲げ

て闘いが巻き起こります。軍事基地の合理化と解雇に対して、「死すべきは基地だ。労働者は死んではな

らない！」を掲げて爆撃機を止めるストライキを闘う基地労働者が先頭にたった闘いです。日米政府の

基地つきの返還政策への怒りは、「ペテン的返還批准協定反対！」の闘いに発展します。 

全学連は「沖縄奪還、安保粉砕・日帝打倒」を掲げて、立ち上がりました。７１年１１月１０日の沖

縄全島ゼネストに連帯する全学連の闘いは、破防法の発動と東京中の集会・デモの禁止をうち破る渋谷

暴動闘争としてかちとられていきます。 

 

●労働者・学生が自らの党を作って主導権を握っていった 

 ７０年安保・沖縄闘争は、日米軍事同盟＝安保、基地の島＝沖縄という、日本帝国主義の根幹を撃つ

根底的・革命的闘いとして発展していきました。それは同時に、反スターリン主義の大衆的闘いとして

全学連、そして反戦青年委員会運動が登場したことにより、戦後革命敗北以来の長きにわたる帝国主義

の労働者支配を覆していく闘いとしてありました。社会党や総評指導部は、沖縄におけるゼネストを抑

えるために必死になるも、こうした労働運動のあり方そのものを、青年労働者と学生の闘いが変革する

現実性を生み出しました。７０年安保・沖縄闘争において、社会党・日本共産党に代わる真の指導部を

つくり出しながら、労働者・学生が爆発的な力を発揮して闘ったのです。 

 だからこそ、日本政府は革共同と全学連に対して破防法を適用（６９年と７１年）、当時の全学連委員

長も逮捕されます。さらに７１年１１・１４渋谷暴動闘争に立ち上がった星野文昭さんに対して、機動

隊の死亡事件の濡れ衣を着せ、無期懲役を下し、今に至るも星野文昭さんを徳島刑務所で獄に閉じこめ

続けています。さらに、国家権力の庇護のもとでファシスト＝カクマルが暴力的に襲いかかるという事

態が開始されました。 

 

【４】新自由主義の開始と国鉄・三里塚決戦 

●時代の転機、７４－７５年恐慌とアメリカのベトナム敗戦 

 １９７４－７５年世界同時恐慌を機に、帝国主義は今までのあり方を転換、新自由主義へと舵を切っ

ていきます。７５年には国鉄労働組合がスト権を要求した８日間のストライキをうちますが敗北します。

それは、資本主義の高度経済成長に依拠した労働運動の終焉としてありました。 

 ８０年代、米・レーガン政権、英・サッチャー政権と並んで、日本では中曽根政権が国鉄分割・民営

化を２０万人の首切りとして強行、「総評をつぶして社会党をつぶす」「行革で（労働組合をつぶし）お

座敷の大掃除をして、床の間に立派な憲法を安置する」と労働組合破壊、戦争・改憲攻撃を進めようと

します。ファシスト＝カクマルが牛耳る動労（現ＪＲ総連）は、民営化と大首切りに協力する役割を果

たします。 

 



 

 

- 5 - 

●動労千葉のストライキと１０４７名解雇撤回闘争の誕生 

 こうした攻撃に対して、８５年以降、動労千葉（国鉄千葉動力車労働組合）が２８人の解雇者を出し

ながらストライキに立ち上がります（最終的に解雇者は４０人に）。その中から、国鉄分割・民営化と労

働運動の右翼的再編を阻止する闘いとして、１０４７名解雇撤回闘争が誕生します。 

 

●大学闘争から国鉄・三里塚への合流 

 ７０年闘争を受けて、大学の郊外移転、寮や大学における学生自治権の剥奪、学祭規制、ビラまき・

立て看板規制の攻撃が大学にかけられます。筑波大学の闘いを頂点に、学生が立ち上がっていきます。

これは国鉄・三里塚闘争への全学連の総決起を基盤として闘われ、動労千葉のストライキと連帯するゲ

リラ闘争（８５年１１月２９日浅草橋戦闘）、農地強奪の成田空港建設をめぐって、武装した全学連と機

動隊との激突が闘われます（８５年１０・２０戦闘、逮捕者２４１人）。当時の全学連委員長は、１６年

の懲役刑を受けます。しかし、学生運動つぶしの攻撃は、逆に学生運動の高揚をもって粉砕されていき

ます。  

 

【５】有事法制反対闘争と国立大学法人化反対闘争から法大闘争へ 

●９０年代、ソ連崩壊と世界戦争の時代の開始 

 ソ連スターリン主義の崩壊は、再び帝国主義同士のつぶし合いの時代への回帰を告げました。イラク

戦争（湾岸戦争）、朝鮮危機、ユーゴ空爆、９・１１とアフガン戦争、イラク開戦と帝国主義戦争の時代

です。これをうけて日米新安保ガイドライン＝周辺事態法、有事法制との対決が労働組合と学生の闘い

として闘われてきました。 

 同時に、大学では学生自治会、学生寮、学生会館の廃止攻撃、国立大学法人化による民営化攻撃（０

４年）が行われ、廃寮阻止闘争が闘われてきました。 

 

●０６年３・１４弾圧と法大闘争 

 ２００６年３月１４日、法政大学における立て看板・ビラまき規制に抗議の声を上げた学生が、２０

０人の公安警察に逮捕される事件をきっかけに、退学・停学処分撤回、弾圧弾劾の闘いが、１１８名の

逮捕をのりこえて闘われています。 

 

●１０４７名闘争解雇撤回、１１月労働者集会１万人結集、全国大学ストライキをめざして 

 新自由主義によって、社会に広範な怒りがあります。これを団結した行動に束ね上げなければなりま

せん。闘いの中で生み出された指導部が、生み出された路線と時代認識を、いかに大衆自身のものにし

ていくことができるのか。ここに闘いの課題があります。この壁をぶち破ることができれば、闘いは必

ず爆発的に発展する。その核心は、マルクス主義の思想と実践です。私たち全学連は、必ず日本で学生

運動と労働運動を力強く復権させる決意です。そのためにも、もっとアメリカの仲間から多くのことを

学びたいと考えています。今回開始された国際連帯を、力強く発展させていきましょう。どうもありが

とうございました。 


